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PRESS RELEASE                                          2022年11月 

 
 
 
 

第16回 「shiseido art egg」 展開催のお知らせ 
 

資生堂ギャラリーは、1919年のオープン以来「新しい美の発見と創造」という活動理念のもと、

アートによる美しい出会いや経験を人々に提供する活動を続けてきました。 

 

私たちが住む世界は、いまも不安定な状況で日常生活は変化し続けています。このことは人々

の価値観や生活様式だけでなく、芸術・文化を取り巻く環境にも影響を与えています。こういう時

代だからこそ、私たちは現実を柔軟に受け入れながら、新たな未来に向けてアートがはたせる役

割を問い続けていきます。 
 

shiseido art egg（シセイドウアートエッグ）は、2006年にスタートした公募プログラムで、瑞々しい

新進アーティストによる「新しい美の発見と創造」を応援するものです。入選者は資生堂ギャラリー

で開催される通常の企画展と同様に、担当キュレーターと話し合いを重ね、ともに展覧会を作り上

げます。 

第16回目となる本年度は、全国各地より260件の応募をいただきました。今回も資生堂ギャラリ

ーの空間を活かした独創的なプランが多く提案されましたが、選考の結果、独自の視点から今日

の世界の新しい価値観や美意識を表現する 3名、岡 ともみ（おか ともみ）、YU SORA（ゆ そら） 

、佐藤 壮馬（さとう そうま）が入選となりました。 

 

入選者の個展を2023年1月24日（火）～5月21日（日）にかけて、それぞれ開催いたします。時代

が抱える不安や困難な問題にも真摯に向き合い、生み出される作品は見るものに新たな気づき

をもたらすことでしょう。本展覧会がよりよい社会を実現する一助になりましたら幸いです。 

 

なお、今年度のshiseido art egg賞＊の審査員には、今日のクリエイティブシーンで活躍するプ

ロフェッショナルとして、磯谷 博史（美術家）、温 又柔（小説家）、諏訪 綾子（アーティスト/food  

creation主宰）の3氏をお迎えして審査を実施します。 

 

*3名の入選作家の展覧会のなかから、資生堂ギャラリーの空間に果敢に挑み新しい価値の創造を最も感じさせた作品に 

贈られる賞。今回は2023年6月頃に資生堂ギャラリー公式ウェブサイトで受賞者を発表予定。 

 

資生堂は、「BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD（ビューティーイノベーションでよ

りよい世界を）」を企業使命として定めています。アートによってもたらされる美しい出会いや経

験は、これまでになく不安定な世の中において、私たちの生き方や考え方の一つの案内役にな

るかもしれません。それは、たとえ日常の小さな一部であったとしても、私たちを変えていくイノ

ベーションにつながるものであり、今日の世界を美しく、よりよくするのは、私たち自身の行動だ

とも言えます。 
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■各展覧会・作家プロフィール 

 

岡 ともみ展 

会期：2023年1月24日（火）～2月26日（日） 

 

岡ともみは、個人の大切な思い出や消えかかっている風習など、見過ごされがちな小さな物語

を封入した装置を作り、記憶を空間に立ち上げることを試みています。本展覧会では、自身の

祖父の葬儀での経験から、死者が出た際に日常の様々な動作を逆に行う「サカサゴト」という

風習に着目しました。インスタレーションを通じて、日本各地に残る風習を紐解き、形骸化しつ

つある葬送の形や死との向き合い方について再考していきます。 

 

1992年 東京都生まれ 

2022年 東京藝術大学大学院美術研究科 先端芸術表現専攻 

修士課程修了 

現在同科博士後期課程在学 

東京都在住       

 

主な活動 

2018年・2019年 「オープン・スペース」（インターコミュニケーション 

センターICC、東京）参加 

2019年 個展「どこにもいけないドア」（ギャラリーASK?P、東京） 

 

受賞コメント 

目標としていた shiseido art eggでの入選、大変光栄です。終わりの見えないコロナ禍で、作品の

発表や制作のペースも落とさざるを得ないような時期が続きました。しかしながら、本作は、自身

の作品制作を方向づける岐路となるような作品でもあり、昨今の情勢の中で世の中や自分自身

についてじっくりと考える時間を持てたことは幸運だったとも言えるかもしれません。資生堂ギャラ

リーという美しい場所と呼応しながら、鬱々とした日々を解き放つように、作品を組み立てていけ

ることを楽しみにしています。 

 

作品画像 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「サカサゴト」  2022 古時計、映像 

インスタレーション 

 

「岡山市柳町 1‐8‐19」 2018 ミクストメディア           

インスタレーション 撮影：野口羊 
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YU SORA展 

会期：2023年3月7日（火）～4月9日（日） 

 

YU SORA は、白い布と黒い糸を使った刺繍の平面作品や、家具やカーテンなど実物大の立体

作品を組み合わせたインスタレーションで些細な日常に向き合う作品を展開しています。パン

デミックや戦争、災害が続き、何気なく暮らす日常は儚く簡単に崩れてしまいがちです。本展で

はギャラリー空間に生活の舞台である部屋を創ります。鑑賞者はこの舞台で自身の日常を重

ね、その尊さを感じながら日常に思いを巡らすことでしょう。 

 

1987年 韓国、京畿道生まれ 

2011年 弘益大学（Hongik University, 韓国）彫塑科卒業 

2020年 東京藝術大学大学院美術研究科 彫刻専攻修士課程修了 

東京都在住 

 

主な活動 

2022年 BankART Under35展 （BankART KAIKO、横浜）参加 

2021年 「普通の日」 (あまらぶアートラボ A-lab、兵庫・Namdong  

Sorae Art Hall、仁川） 

 

受賞コメント 

この度、素敵な場所での展覧会の機会をいただき光栄です。日常はともすれば崩れてしまう脆

いものでもある。たくさんの人が、普通に過ごしている日々の大切に気付き、安堵感を感じるよ

うな日常を描きたいと、作品を作り続けています。コロナ禍や戦争で不安が続き、世界の日常

の姿も、人々の気持ちも変わった今だからこそ、私の描く「日常」に共感をいただけたと思いま

す。悲しくとも嬉しくとも、変化は「新しい日常」と呼ばれ、すぐまた「日常」と呼ばれる日が来ま

す。みなさんと日常について共感できることを楽しみにしています。 

 

作品画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢帰るところ｣ 2020 布､糸､紙､プラスチック等 

インスタレーション 

｢帰るところ｣ 2020 ミクストメディア  

インスタレーション 撮影：加藤甫 

撮影：加藤甫 
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佐藤 壮馬展 

会期：2023年4月18日（火）～5月21日（日） 

 

佐藤壮馬は時空間における身体と心の問題を主題に、表象の背景にある記憶や慣習について

考察しています。複製技術を用いてアーカイブされたものを制作に取り入れるなど、モノや空間

が持つ時間の流れや、それらとの関係性を表現することを試みてきました。本展では、一昨年

大雨により倒れた岐阜県の神明神社の大杉を 3Ｄスキャンで複製し構成する新作を中心に、科

学と信仰の時空のズレや交わるところと私たちの心の在り方を探ります。 

 

1985年 北海道生まれ 

北海道在住 

 

主な活動 

2020年 第23回文化庁メディア芸術祭 アート部門審査委員会推薦作品 

2022年 KYOTO STEAM 2022 （京都市京セラ美術館、京都）参加 

 

  

受賞コメント 

日本における芸術文化発信の重要な場として歴史を重ねてきた特異な展示空間で、〈私〉がど

のように反応し、何が現れてくるのか、また、そこに在るものに、ご高覧くださる方々が何を感じ

られるのか、今からとても楽しみです。制作過程の始まりから、展示の終わりまで、そしてその

痕跡も、時間と共にうつろい続けるそれらは、ただ〈私〉が考えることから離れて、自由であって

ほしいです。心にふれるかもしれないわからない何かが、そこに在ってほしいと願っています。

最後に、この機会をいただけたことに深く感謝いたします。 

 

作品画像 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたはどこでもないところから眺めみる」 2019 

映像、音 インスタレーション  

第 23回 文化庁メディア芸術祭 アート部門 審査委

員会推薦作品 
「Of Flowers」 2022 ミクストメディア  

インスタレーション サイズ可変  

Kyoto Steam 2022＠京都市京セラ美術館  

撮影：麥生田兵吾 



 

5 

 

 

■ 「第16回 shiseido art egg」展 開催概要 

 

・主催 ：株式会社 資生堂  

 

・助成 ：公益財団法人クマ財団、公益財団法人野村財団（岡ともみ展） 

 

 

・会期 ：岡 ともみ展       2023年 1月 24日（火） ～ 2月 26日（日） 

YU SORA展        2023年 3月 7日（火） ～ 4月 9日（日） 

佐藤 壮馬展       2023年 4月 18日（火） ～ 5月 21日（日） 

 

 

・会場 ： 資生堂ギャラリー 

〒104-0061 東京都中央区銀座 8-8-3 東京銀座資生堂ビル地下 1階 

tel.03-3572-3901  fax.03-3572-3951 

 

URL : www.shiseidogroup.jp/gallery/       (資生堂ギャラリー) 

www.shiseidogroup.jp/gallery/artegg/   (shiseido art egg ) 

https://twitter.com/ShiseidoGallery   （資生堂ギャラリー Twitter） 

 

平日 11:00～19:00 日･祝 11:00～18:00 

毎週月曜休（月曜日が祝祭日にあたる場合も休館） 入場無料 

 

※新型コロナウイルス感染症の状況により、内容およびスケジュールに変更等が生じる可能性が

あることを予めご了承ください。 

 

 

 

■関連企画 開催概要 

 

＊作家によるギャラリートーク 

作家本人が会場で自作について解説するギャラリートークを、各展覧会開始後に資生堂ギャラリ

ーHPで配信予定です。 

※詳細は、資生堂ギャラリー公式HPにてご案内します。 

※やむを得ない理由により、開催の延期・中止や予告なく内容が変更になる場合があります 

 

 

 

 

 

 

http://www.shiseidogroup.jp/gallery/
http://www.shiseidogroup.jp/gallery/artegg/
https://twitter.com/ShiseidoGallery
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本展に関する 

お問い合わせ先 

10:00～17:00  

土日祝休 
 

 

株式会社資生堂 アート＆ヘリテージマネジメント部 

            新価値創造グループ 

 

担当:  

第 1期展（岡 ともみ展）     ：板垣 mika.itagaki1@shiseido.com  

第 2期展（YU SORA展）     ：真家 keiko.maie@shiseido.com  

第 3期展（佐藤 壮馬展）    ：豊田 keiko.toyoda@shiseido.com  

 

画像資料請求先 

11:00～18:00  

月休 
 

 

資生堂ギャラリー 

 

担当: 永田 ayako.nagata@shiseido.com  

大橋 noriko.ohashi@shiseido.com  

tel. 03-3572-3901 fax. 03-3572-3951 
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